
郵政産業労働者ユニオン広島支部機関紙  ２０２５年３月２６日 第１７３号 

 

郵政ユニオン広島支部の組合事務室を獲得しよう！ 会社は組合事務室を貸与せよ！ 

                    

      

前
号
の
続
き
、
２
５
春
闘
で
す
。

私
た
ち
の
要
求
と
会
社
の
回
答
は 

乖
離
が
大
き
く
、
１
８
日
に
ス
ト
ラ

イ
キ
に
突
入
、
翌
１
９
日
に
は
第
８

回
賃
金
交
渉
に
臨
み
、
会
社
に
対
し

再
検
討
を
求
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
域
を
出
な
い
も
の
と
判
断
し
、

交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
２
５
春
闘
に
お
い

て
、
非
正
規
社
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
は
毎
年
１
０
月
の
「最
低
賃
金
待

ち
」で
は
な
く
、
４
月
の
段
階
で
の
時

給
引
上
げ
を
強
く
求
め
て
き
ま
し

た
。  今

春
闘
に
お
け
る
他
産
業
を
含

め
た
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
賃
上

げ
回
答
の
状
況
を
見
る
と
、
平
均
賃

上
げ
率
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
６
・５

３
％
と
過
去
最
高
と
な
り
、
正
社
員

の
５
・３
７
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
郵
政
の
ゼ
ロ
回

答
と
大
違
い
で
す
。
最
低
賃
金
引
上

げ
に
よ
っ
て
賃
金
改
定
を
実
施
す
る

こ
と
は
、
郵
政
だ
け
で
な
く
他
産
業

も
同
じ
で
す
。 

賃
上
げ
以
外
で
は
、
正
社
員
同
様

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
際
「そ
の
時
間

を
み
な
し
勤
務
と
す
る
」
に
つ
い
て
は

評
価
で
き
ま
す
が
、
「ア
ソ
シ
エ
イ
ト

社
員
へ
の
社
員
持
株
会
入
会
資
格
拡

大
」に
つ
い
て
は
、
こ
の
回
答
を
聞
い
て

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
人
が
ど

れ
だ
け
い
る
で
し
ょ
う
か
？
「
長
期
雇

用
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
確
保
の
た
め
」

と
あ
り
ま
す
が
、
賃
上
げ
ゼ
ロ
で
こ
の

回
答
で
は
、
逆
効
果
で
す
。 

   

前
述
に
も
あ
る
よ
う
に
、
今
春
闘

で
は
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
業
界
で

積
極
的
に
時
給
を
引
き
上
げ
る
傾

向
に
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

全
国
的
に
要
員
不
足
の
中
、
募
集

を
か
け
て
も
な
か
な
か
人
が
集
ま
ら

な
い
、
と
会
社
も
認
め
て
い
ま
す
。 

 

社
会
的
貢
献
を
か
か
げ
る
企
業
と

し
て
、
ま
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の

た
め
に
も
、
最
低
賃
金
待
ち
で
な
い

賃
上
げ
を
き
ち
ん
と
す
べ
き
で
す
。 

 

 

 

最賃待ちで 

ない賃上げを 
－モチベーションアップが必要－ 

 

郵政産業労働者 

ユニオン広島支部 

(広島郵便局内) 

中
国
地
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春
闘
総
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４
月
１
３
日
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） 


